
伊香保露天風呂
　源泉かけ流しのお湯を存分に味わえる公衆
浴場。丸い湯船は半分に仕切られ、左側のお
湯は熱く、右側はぬるめ。春には湯船の真ん
中にあるツツジの花が咲き、秋にはもみじの
紅葉など、四季を通して風情を楽しめます。

石段街ライトアップ　
　伊香保温泉街のメインストリート。石段の両
脇に温泉旅館やお土産屋、射的の店などが並び、
温泉情緒たっぷり。徳冨蘆花の小説「不如帰」
の舞台にもなり、石段の途中には与謝野晶子の
「伊香保の街」の詩が刻まれています。

水沢うどん
　伊香保町水沢付近の名物料理。讃岐うどん、
稲庭うどんと並ぶ日本三大うどんの一つ。水
沢観音に訪れる参拝客にふるまったのが始ま
りといわれています。

伊香保神社　
　石段街の最上部にあり、上野国三ノ宮として
親しまれる由緒ある神社です。温泉、医療の神
様で、境内は荘厳な雰囲気が漂います。温泉街
が一望できます。

伊
香
保

    

ご
案
内

長
い
歴
史
を
も
つ
伊
香
保
温
泉
の
町
並
み
は
、

名
所
石
段
街
を
中
心
に
、昔
な
が
ら
の

素
朴
な
温
泉
情
緒
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

温
泉
で
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
後
は
、

伊
香
保
の
街
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

特急「草津」
100分

上
野

上越新幹線
50分※会場までの詳しい案内は

入場券に掲載し、
5月上旬にお送りします。

バス

新宿

上越線

25分

2時間40分

25分

伊香保温泉
までのご案内

伊
香
保
温
泉

伊
香
保
温
泉渋

　川

東
京

高
崎

上越新幹線
70分

上越線
25分

高
崎

東
京
か
ら

新
潟

新
潟
か
ら

北陸新幹線
50分

上越線
25分

高
崎

長
野

長
野
か
ら

伊香保温泉

練馬I.C

70分
（練馬から103km）

一般道路
20分

関越自動車道
渋川伊香保I.C

長野I.C

112分
（長野から150km）

一般道路
20分

上信越自動車道
渋川伊香保I.C

列 車 の 場 合 ク ル マ の 場 合

J R バ ス 関 東

一
般
社
団
法
人 

渋
川
伊
香
保
温
泉
観
光
協
会

〒
３
７
７

－

０
１
０
２  

群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町
５
４
１

－

４

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７
９

－

７
２

－

３
１
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
９

－

７
２

－

４
４
５
２

　
　
　
＊
直
営
露
天
風
呂
：Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７
９

－

７
２

－

２
４
８
８

　
　
　
＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w
.ikaho-kankou.com

/

イ
ベ
ン
ト
・
宿
泊
・
観
光
の
お
問
い
合
わ
せ
は

い
香
保
嶺
に

　雷
な
鳴

り
そ
ね
吾
が
上
に
は

　

故
は
な
け
ど
も

　児
ら

に
よ
り
て
ぞ

　
い
か
ほ
の
山
か
ら
発
生
す

る
雷
様
よ
怖
い
音
を
し
て

鳴
ら
な
い
で
お
く
れ
俺
に

は
何
の
こ
と
は
な
い
の
だ

け
れ
ど
俺
が
好
き
な
あ
の

子
が
怖
が
る
か
ら…

…

。

❾ 

水
沢
寺
境
内

い
香
保
ろ
の

　八
坂
の
堰
塞
に

　立
つ
虹
の

　顕
ろ
ま
で
も

　

さ
寝
を
さ
寝
て
ば や

さ
か

い
　で

ぬ
じ

あ
ら
わ

伊
香
保
の
名
は
今
で
こ
そ
、
こ
こ
伊

香
保
の
町
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
だ

け
で
す
が
、
万
葉
の
時
代
に
は
今
の

榛
名
山
一
帯
を
指
し
て
い
た
よ
う
で
、

﹁
万
葉
集
﹂
巻
14
の
東
歌
の
中
、
上

野
国
︵
群
馬
県
︶
の
部
に
は
﹁
伊
香

保
﹂
に
関
す
る
歌
が
25
首
中
９
首
詠

ま
れ
て
い
ま
す
。

❼ 

観
山
荘
西
側

❻ 

伊
香
保
神
社
境
内

い
香
保
せ
よ

　な
か
な

か
し
け
に
思
い
ど
ろ

　

く
ま
こ
そ
し
っ
と

　忘

れ
せ
な
ふ
も

　
伊
香
保
に
い
る
背
＝
背
の

君
よ
、
あ
な
た
は
、
こ
の

頃
私
の
と
こ
ろ
の
な
か
な

か
し
（
仲
子
＝
妹
）
に
、

大
変
な
思
い
を
か
け
て
い

な
さ
る
よ
う
で
す
が
私
は
、

何
時
か
あ
な
た
と
一
緒
に

寝
た
こ
と
が
あ
る
、
こ
の

こ
と
は
決
し
て
忘
れ
な
い

で
す
か
ら
ね…

…

く
や
し

い
。

❽ 

峠
三
差
路

❶ 

森
林
公
園
管
理
棟
前

❺ 

湯
元
飲
泉
所
横

❹ 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
見
晴
駅
東

❷ 

長
峰
公
園（
池
の
前
）

❸ 

文
学
の
小
径

⑩ 

水
沢
寺
駐
車
場

  

　
　

 

万
葉
植
物
園

投稿募集中

令和3年6月7日（月）

伊香保温泉 ホテル天坊

13:00～16:00
開催日時

会　　場

伊香保短歌大会

会場参加されない方の
ご投稿もお待ち
しています

投稿者全員に
入選作品集を
お届けします

投稿者全員に
入選作品集を
お届けします

花山多佳子・穂村 弘
対
談

投稿締切
令和3年

消印有効

選
者
敬
称
略・五
十
音
順 穂村 　弘

「かばん」
花山 多佳子

「塔」
NHK学園 短歌友の会選者

藤原 龍一郎
「短歌人」

藤島 秀憲
「心の花」

NHK学園 短歌講座専任講師

3/25（木）

「日常を詠う～私の視点～」

河鹿橋河鹿橋

生涯学習フェスティバル生涯学習フェスティバル



規
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

（
自
由
題
一
首
ま
た
は
自
由
題
一
首
と
題
詠
一
首
）

①
自
由
題
一
首
の
場
合
　
２
，０
０
０
円

②
自
由
題
一
首
と
題
詠「
文
」一
首
の
場
合
　
２
，８
０
０
円

　
そ
れ
ぞ
れ
、
一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

●
選
の
結
果
は「
入
選
作
品
集
」に
掲
載
し
ま
す
。

●
選
者
ご
と
に「
特
選
」３
首
、「
秀
作
」20
首
、「
佳
作
」160
首
程

度
を
選
び
ま
す
。（
特
選
・
秀
作
内
定
者
に
は
５
月
中
旬
に「
内

定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。）

●
選
者
特
選
の
な
か
か
ら
、
大
会
大
賞
３
首
お
よ
び
渋
川
市
長

賞
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
長
賞
等
を
選
出
い
た
し
ま
す
。

●
投
稿
さ
れ
た
方
に
は
大
会
当
日
会
場
で
入
選
作
品
集
を
お
渡

し
し
ま
す
。
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
に
は
大
会
終
了
後
に
郵

送
し
ま
す
。

投
稿
要
領

投
稿
料

賞
・
発
表

郵
便
で
の
ご
投
稿

１郵
便
払
込
に
つ
い
て
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
大
会
名
、
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、

払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付

け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　
　
　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０

－

２

－

３
５
７
９
４
４

　
　
　
　
　
　
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
に
つ
い
て

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
一
括
払
い
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

応
募
上
の
ご
注
意
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

●
規
定
の
投
稿
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
及
び
未
発
表
作
品
を

日
本
語
で
記
載
し
て
伊
香
保
短
歌
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別・年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。本
大
会
関
係
者
は
投
稿
で
き
ま

せ
ん
。

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す（
作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
）。

●
二
重
投
稿
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
投
稿
後
の
作
品
訂
正
、さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
等
で
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
投
稿
さ
れ
た
作
品
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取

得
の
際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）

●
作
品
投
稿
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

題
詠「
文
」
必
ず「
文
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

▲ご投稿には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

令和3年度　ＮＨＫ学園 生涯学習フェスティバル

投稿締切 令和3年3月25日（木）消印有効
伊香保短歌大会投稿用紙

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2

伊香保短歌大会事務局

自 由 題

題 「 文 」（ 希 望 者 の み ） 　「 文 」 の 漢 字 を 必 ず 入 れ て く だ さ い 。 ※ 題 詠 の み の 投 稿 は で き ま せ ん 。

〒
１
８
６

－８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－３
６

－２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
伊
香
保
短
歌
大
会
事
務
局
　
☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１ （
代
）

①
投
稿
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
稿
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
ご
投
稿

２

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
稿
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
３
年
３
月
25
日（
木
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
３
年
３
月
25
日（
木
） 

23
時
59
分

投
稿

締
切

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
変
更
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
投
稿
時
に「
会
場
参
加
を
希
望
す
る
」に
印
を

つ
け
た
方
に
５
月
上
旬
に
、「
大
会
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
」の
ご
案
内
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
。
投
稿
な
さ
ら
ず
観
覧
の
み
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
５
月
上
旬
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
大
会
イ
ベ
ン
ト
観
覧
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
会
会
場
参
加
に
つ
い
て

用
紙
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す

会　場
参加を

希望する
（会場参加は無料） 希望しない

払
込
日
　
　
　
　
月
　
　
　
日

どちらかを必ず○で囲んでください。

「投稿用紙」に記載された個人情報は、今大会の運営に使用するほか、NHK学園の短歌大会、通信講座のご案
内に使用させていただく場合があります。それ以外の用途による使用は一切いたしません。

※入場券は、複数組投稿の場合も投稿者1名につき、1枚
（2名様入場可）発行です。
※印がない場合は、「希望しない」とさせていただきます。

の
　
り
　
し
　
ろ

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は

振
替
払
込
受
付
証
明
書
（
お
客
さ
ま
用
）

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
が
な
い
場
合
は

下
記
へ
払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〈 フ リ ガ ナ 〉

都 道
府 県 お 名 前

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

〈 フ リ ガ ナ 〉作 品 集 に

掲 載 す る

お 名 前

※任意でご記入
　ください。

〒

名 　 前

住 　 所

電 話 番 号

生 年 月 日

フリガナ

大正・昭和・平成 年 月 日

（ 男・女 ）

（ 歳 ）

都 道
府 県

投 稿 前 に ご 確 認 の う え 印 を つ け て お 送 り く だ さ い 。

未 発 表 ・ 自 作 に 間 違 い な い

二 重 投 稿 （ 同 一 作 品 を 他 へ 投 稿 ） し て い な い

● 複 数 組 を 投 稿 す る 場 合 、 コ ピ ー も 可 ● 楷 書 で 濃 く お 書 き く だ さ い

● 誤 字 脱 字 は あ り ま せ ん か ● 作 品 の 控 え を お 手 元 に 残 し て く だ さ い

本 名 と 違 う 場 合 の み ご 記 入 く だ さ い

「
伊
香
保
の
夏
を
詠
む
」

●
選
者
　
藤
島
秀
憲

 

藤
原
龍
一
郎

●
大
会
当
日
ご
来
場
の
ど
な

た
で
も
投
稿
で
き
ま
す

　（
投
稿
用
紙
は
会
場
受
付
時

に
お
渡
し
し
ま
す
）

　
思
い
出
の
伊
香
保
、
会
場

周
辺
の
風
景
な
ど
、
伊
香

保
の
夏
に
寄
せ
る
作
品
を

一
首
、
当
日
会
場
で
お
出

し
下
さ
い
。

●
投
稿
締
切

　
　
大
会
当
日
　
午
後
一
時

●
作
品

　
　
未
発
表
自
作

　
　
ひ
と
り
一
首
限
り（
無
料
）

●
発
表

　
　
大
会
会
場
で
発
表

当
日
詠
募
集

大会名称 発表予定日 投稿締切 会　場題

伊香保短歌大会 6月 7日（月） 3月25日（木） 伊香保温泉 ホテル天坊

誌上での大会です。
作品集の掲載をもって
発表といたします。

文

夏の誌上短歌大会 8月25日（水） 6月10日（木） 入

秋の誌上短歌大会 10月25日（月） 8月10日（火） 実

冬の誌上短歌大会 12月25日（土） 10月10日（日） 白

NHK学園生涯学習フェスティバル短歌大会開催（予定）NHK学園生涯学習フェスティバル短歌大会開催（予定）令和
3年度

令和３年度開催の下記の４大会では、大会ごとに「特選」「秀作」「佳作」の受賞履歴をポイント化し、
年間上位投稿者ランキングを発表します。みなさまのご投稿をお待ちしております。



規
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

（
自
由
題
一
首
ま
た
は
自
由
題
一
首
と
題
詠
一
首
）

①
自
由
題
一
首
の
場
合
　
２
，０
０
０
円

②
自
由
題
一
首
と
題
詠「
文
」一
首
の
場
合
　
２
，８
０
０
円

　
そ
れ
ぞ
れ
、
一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

●
選
の
結
果
は「
入
選
作
品
集
」に
掲
載
し
ま
す
。

●
選
者
ご
と
に「
特
選
」３
首
、「
秀
作
」20
首
、「
佳
作
」160
首
程

度
を
選
び
ま
す
。（
特
選
・
秀
作
内
定
者
に
は
５
月
中
旬
に「
内

定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。）

●
選
者
特
選
の
な
か
か
ら
、
大
会
大
賞
３
首
お
よ
び
渋
川
市
長

賞
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
長
賞
等
を
選
出
い
た
し
ま
す
。

●
投
稿
さ
れ
た
方
に
は
大
会
当
日
会
場
で
入
選
作
品
集
を
お
渡

し
し
ま
す
。
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
に
は
大
会
終
了
後
に
郵

送
し
ま
す
。

投
稿
要
領

投
稿
料

賞
・
発
表

郵
便
で
の
ご
投
稿

１郵
便
払
込
に
つ
い
て
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
大
会
名
、
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、

払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付

け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　
　
　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０

－

２

－

３
５
７
９
４
４

　
　
　
　
　
　
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
に
つ
い
て

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
一
括
払
い
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

応
募
上
の
ご
注
意
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

●
規
定
の
投
稿
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
及
び
未
発
表
作
品
を

日
本
語
で
記
載
し
て
伊
香
保
短
歌
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別・年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。本
大
会
関
係
者
は
投
稿
で
き
ま

せ
ん
。

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す（
作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
）。

●
二
重
投
稿
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
投
稿
後
の
作
品
訂
正
、さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
等
で
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
投
稿
さ
れ
た
作
品
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取

得
の
際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）

●
作
品
投
稿
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

題
詠「
文
」
必
ず「
文
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

▲ご投稿には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

令和3年度　ＮＨＫ学園 生涯学習フェスティバル

投稿締切 令和3年3月25日（木）消印有効
伊香保短歌大会投稿用紙

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2

伊香保短歌大会事務局

自 由 題

題 「 文 」（ 希 望 者 の み ） 　「 文 」 の 漢 字 を 必 ず 入 れ て く だ さ い 。 ※ 題 詠 の み の 投 稿 は で き ま せ ん 。

〒
１
８
６

－８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－３
６

－２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
伊
香
保
短
歌
大
会
事
務
局
　
☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１ （
代
）

①
投
稿
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
稿
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
ご
投
稿

２

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
稿
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
３
年
３
月
25
日（
木
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
３
年
３
月
25
日（
木
） 

23
時
59
分

投
稿

締
切

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
変
更
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
投
稿
時
に「
会
場
参
加
を
希
望
す
る
」に
印
を

つ
け
た
方
に
５
月
上
旬
に
、「
大
会
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
」の
ご
案
内
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
。
投
稿
な
さ
ら
ず
観
覧
の
み
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
５
月
上
旬
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
大
会
イ
ベ
ン
ト
観
覧
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
会
会
場
参
加
に
つ
い
て

用
紙
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す

会　場
参加を

希望する
（会場参加は無料） 希望しない

払
込
日
　
　
　
　
月
　
　
　
日

どちらかを必ず○で囲んでください。

「投稿用紙」に記載された個人情報は、今大会の運営に使用するほか、NHK学園の短歌大会、通信講座のご案
内に使用させていただく場合があります。それ以外の用途による使用は一切いたしません。

※入場券は、複数組投稿の場合も投稿者1名につき、1枚
（2名様入場可）発行です。
※印がない場合は、「希望しない」とさせていただきます。

の
　
り
　
し
　
ろ

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は

振
替
払
込
受
付
証
明
書
（
お
客
さ
ま
用
）

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
が
な
い
場
合
は

下
記
へ
払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〈 フ リ ガ ナ 〉

都 道
府 県 お 名 前

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

〈 フ リ ガ ナ 〉作 品 集 に

掲 載 す る

お 名 前

※任意でご記入
　ください。

〒

名 　 前

住 　 所

電 話 番 号

生 年 月 日

フリガナ

大正・昭和・平成 年 月 日

（ 男・女 ）

（ 歳 ）

都 道
府 県

投 稿 前 に ご 確 認 の う え 印 を つ け て お 送 り く だ さ い 。

未 発 表 ・ 自 作 に 間 違 い な い

二 重 投 稿 （ 同 一 作 品 を 他 へ 投 稿 ） し て い な い

● 複 数 組 を 投 稿 す る 場 合 、 コ ピ ー も 可 ● 楷 書 で 濃 く お 書 き く だ さ い

● 誤 字 脱 字 は あ り ま せ ん か ● 作 品 の 控 え を お 手 元 に 残 し て く だ さ い

本 名 と 違 う 場 合 の み ご 記 入 く だ さ い

「
伊
香
保
の
夏
を
詠
む
」

●
選
者
　
藤
島
秀
憲

 

藤
原
龍
一
郎

●
大
会
当
日
ご
来
場
の
ど
な

た
で
も
投
稿
で
き
ま
す

　（
投
稿
用
紙
は
会
場
受
付
時

に
お
渡
し
し
ま
す
）

　
思
い
出
の
伊
香
保
、
会
場

周
辺
の
風
景
な
ど
、
伊
香

保
の
夏
に
寄
せ
る
作
品
を

一
首
、
当
日
会
場
で
お
出

し
下
さ
い
。

●
投
稿
締
切

　
　
大
会
当
日
　
午
後
一
時

●
作
品

　
　
未
発
表
自
作

　
　
ひ
と
り
一
首
限
り（
無
料
）

●
発
表

　
　
大
会
会
場
で
発
表

当
日
詠
募
集

大会名称 発表予定日 投稿締切 会　場題

伊香保短歌大会 6月 7日（月） 3月25日（木） 伊香保温泉 ホテル天坊

誌上での大会です。
作品集の掲載をもって
発表といたします。

文

夏の誌上短歌大会 8月25日（水） 6月10日（木） 入

秋の誌上短歌大会 10月25日（月） 8月10日（火） 実

冬の誌上短歌大会 12月25日（土） 10月10日（日） 白

NHK学園生涯学習フェスティバル短歌大会開催（予定）NHK学園生涯学習フェスティバル短歌大会開催（予定）令和
3年度

令和３年度開催の下記の４大会では、大会ごとに「特選」「秀作」「佳作」の受賞履歴をポイント化し、
年間上位投稿者ランキングを発表します。みなさまのご投稿をお待ちしております。



伊香保露天風呂
　源泉かけ流しのお湯を存分に味わえる公衆
浴場。丸い湯船は半分に仕切られ、左側のお
湯は熱く、右側はぬるめ。春には湯船の真ん
中にあるツツジの花が咲き、秋にはもみじの
紅葉など、四季を通して風情を楽しめます。

石段街ライトアップ　
　伊香保温泉街のメインストリート。石段の両
脇に温泉旅館やお土産屋、射的の店などが並び、
温泉情緒たっぷり。徳冨蘆花の小説「不如帰」
の舞台にもなり、石段の途中には与謝野晶子の
「伊香保の街」の詩が刻まれています。

水沢うどん
　伊香保町水沢付近の名物料理。讃岐うどん、
稲庭うどんと並ぶ日本三大うどんの一つ。水
沢観音に訪れる参拝客にふるまったのが始ま
りといわれています。

伊香保神社　
　石段街の最上部にあり、上野国三ノ宮として
親しまれる由緒ある神社です。温泉、医療の神
様で、境内は荘厳な雰囲気が漂います。温泉街
が一望できます。

伊
香
保

    
ご
案
内

長
い
歴
史
を
も
つ
伊
香
保
温
泉
の
町
並
み
は
、

名
所
石
段
街
を
中
心
に
、昔
な
が
ら
の

素
朴
な
温
泉
情
緒
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

温
泉
で
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
後
は
、

伊
香
保
の
街
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

特急「草津」
100分

上
野

上越新幹線
50分※会場までの詳しい案内は

入場券に掲載し、
5月上旬にお送りします。

バス

新宿

上越線

25分

2時間40分

25分

伊香保温泉
までのご案内

伊
香
保
温
泉

伊
香
保
温
泉渋

　川

東
京

高
崎

上越新幹線
70分

上越線
25分

高
崎

東
京
か
ら

新
潟

新
潟
か
ら

北陸新幹線
50分

上越線
25分

高
崎

長
野

長
野
か
ら

伊香保温泉

練馬I.C

70分
（練馬から103km）

一般道路
20分

関越自動車道
渋川伊香保I.C

長野I.C

112分
（長野から150km）

一般道路
20分

上信越自動車道
渋川伊香保I.C

列 車 の 場 合 ク ル マ の 場 合

J R バ ス 関 東

一
般
社
団
法
人 
渋
川
伊
香
保
温
泉
観
光
協
会

〒
３
７
７

－

０
１
０
２  
群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町
５
４
１

－

４

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７
９

－

７
２

－

３
１
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
９

－

７
２

－

４
４
５
２

　
　
　
＊
直
営
露
天
風
呂
：Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
２
７
９

－

７
２

－

２
４
８
８

　
　
　
＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w
.ikaho-kankou.com

/

イ
ベ
ン
ト
・
宿
泊
・
観
光
の
お
問
い
合
わ
せ
は

い
香
保
嶺
に

　雷
な
鳴

り
そ
ね
吾
が
上
に
は

　

故
は
な
け
ど
も

　児
ら

に
よ
り
て
ぞ

　
い
か
ほ
の
山
か
ら
発
生
す

る
雷
様
よ
怖
い
音
を
し
て

鳴
ら
な
い
で
お
く
れ
俺
に

は
何
の
こ
と
は
な
い
の
だ

け
れ
ど
俺
が
好
き
な
あ
の

子
が
怖
が
る
か
ら…

…

。

❾ 

水
沢
寺
境
内

い
香
保
ろ
の

　八
坂
の
堰
塞
に

　立
つ
虹
の

　顕
ろ
ま
で
も

　

さ
寝
を
さ
寝
て
ば や

さ
か

い
　で

ぬ
じ

あ
ら
わ

伊
香
保
の
名
は
今
で
こ
そ
、
こ
こ
伊

香
保
の
町
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
だ

け
で
す
が
、
万
葉
の
時
代
に
は
今
の

榛
名
山
一
帯
を
指
し
て
い
た
よ
う
で
、

﹁
万
葉
集
﹂
巻
14
の
東
歌
の
中
、
上

野
国
︵
群
馬
県
︶
の
部
に
は
﹁
伊
香

保
﹂
に
関
す
る
歌
が
25
首
中
９
首
詠

ま
れ
て
い
ま
す
。

❼ 

観
山
荘
西
側

❻ 

伊
香
保
神
社
境
内

い
香
保
せ
よ

　な
か
な

か
し
け
に
思
い
ど
ろ

　

く
ま
こ
そ
し
っ
と

　忘

れ
せ
な
ふ
も

　
伊
香
保
に
い
る
背
＝
背
の

君
よ
、
あ
な
た
は
、
こ
の

頃
私
の
と
こ
ろ
の
な
か
な

か
し
（
仲
子
＝
妹
）
に
、

大
変
な
思
い
を
か
け
て
い

な
さ
る
よ
う
で
す
が
私
は
、

何
時
か
あ
な
た
と
一
緒
に

寝
た
こ
と
が
あ
る
、
こ
の

こ
と
は
決
し
て
忘
れ
な
い

で
す
か
ら
ね…

…

く
や
し

い
。

❽ 

峠
三
差
路

❶ 

森
林
公
園
管
理
棟
前

❺ 

湯
元
飲
泉
所
横

❹ 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
見
晴
駅
東

❷ 

長
峰
公
園（
池
の
前
）

❸ 

文
学
の
小
径

⑩ 

水
沢
寺
駐
車
場

  

　
　

 

万
葉
植
物
園

投稿募集中

令和3年6月7日（月）

伊香保温泉 ホテル天坊

13:00～16:00
開催日時

会　　場

伊香保短歌大会

会場参加されない方の
ご投稿もお待ち
しています

投稿者全員に
入選作品集を
お届けします

投稿者全員に
入選作品集を
お届けします

花山多佳子・穂村 弘
対
談

投稿締切
令和3年

消印有効

選
者
敬
称
略・五
十
音
順 穂村 　弘

「かばん」
花山 多佳子

「塔」
NHK学園 短歌友の会選者

藤原 龍一郎
「短歌人」

藤島 秀憲
「心の花」

NHK学園 短歌講座専任講師

3/25（木）

「日常を詠う～私の視点～」

河鹿橋河鹿橋

生涯学習フェスティバル生涯学習フェスティバル


